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『サンデー毎日』

教
育
の
枠
組
み
は
戦
後
作
ら
れ

た
「

6
・
3
・
3
・
4
制
」
の
ま
ま

だ
が
、
社
会
は
根
本
的
に
変
わ
っ

た
。
高
校
進
学
率
は
何
%
を
超
え
、

現
在
の
大
学
進
学
率
は
昭
和
初
年

代
初
期
の
高
校
進
学
率
よ
り
も
高

い
。
そ
の
た
め
、
生
徒
全
員
が
受

験
競
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
結
果
に

な
り
、
教
育
シ
ス
テ
ム
は
「
平
等

な
生
徒
の
中
か
ら
学
力
の
劣
る
人

を
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
見
つ
け
出

す
」
と
い
う

H

抑
圧
の
装
置
H

に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
起
き

た
の
が
勉
強
意
欲
の
喪
失
や
低
下
、

，

暴
力
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
学
級

崩
壊
、
生
徒
の
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド

で
す
。臨

教
審
は
「
高
校
全
入
・
大
学

大
衆
化
の
時
代
」
を
迎
え
て
修
正

を
は
か
っ
た
が
、
シ
ス
テ
ム
の
根

幹
で
あ
る
受
験
に
手
を
つ
け
な
か

っ
た
点
が
問
題
だ
っ
た
。
一
律
競

争
で
あ
る
受
験
シ
ス
テ
ム
が
変
わ

「ド価IEloli全て本休 <1処刑}です. I 

ら
な
け
れ
ば
、
個
性
の
重
視
も
生

涯
学
習
へ
の
移
行
も
国
際
化
も
で

き
な
い
。
目
標
は
よ
か
っ
た
が
、

方
法
が
な
か
っ
た
た
め
、
日
年
後

の
教
育
改
革
国
民
会
議
も
同
じ
議

論
に
終
始
し
、
受
験
シ
ス
テ
ム
を

な
く
そ
う
と
は
言
え
な
か
っ
た
。

受
験
に
手
を
つ
け
な
い
で
、
学

生
の
意
欲
低
下
に
対
応
し
よ
う
と

す
る
と
対
症
療
法
に
な
る
。

「
学
力
が
低
下
す
る
」
:
:
:
そ
れ

な
ら
「
詰
め
込
み
」
だ
。
「
生
徒
が
ス

ト
レ
ス
で
可
哀
そ
う
だ
」
:
:
:
そ

れ
な
ら
「
ゆ
と
り
」
で
い
こ
う
ー
ー

そ
う
い
っ
た
繰
り
返
し
は

H

ブ
レ

ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
替
え
H

で
し
か
な
い
。
教
え
る
べ
き
こ
と

を
教
え
な
い
で
、
ゆ
と
り
で
ご
ま

か
す
と
い
う
や
り
方
は
、
子
ど
も

を
パ
カ
に
し
て
い
る
。

私
が
か
か
わ
っ
た
社
会
経
済
生

産
性
本
部
の
提
言
は
、
簡
単
に
言

う
と
「
規
制
緩
和
」
で
す
。
現
在

橋爪大三郎
東京工業大学

教授(社会学)

の
公
立
小
中
高
校
は
、
多
く
の
法

律
で
縛
ら
れ
、
人
事
も
予
算
も
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
も
自
由
に
な
ら
ず
、

経
営
の
工
夫
の
余
地
が
な
い
。
こ

の
際
、
学
習
指
導
要
領
な
ど
不
要

だ
と
考
え
た
方
が
い
い
。

規
制
を
な
く
せ
ば
、
良
い
学
校

に
行
く
人
と
、
ダ
メ
な
学
校
に
行

く
人
と
差
が
つ
く
の
で
は
な
い
か

と
い
う
議
論
が
あ
る
が
、
一
律
に

規
制
し
て
い
る
と
、
む
し
ろ
ダ
メ

な
方
に
レ
ベ
ル
が
そ
ろ
っ
て
し
ま

う
。
今
、
こ
れ
だ
け
教
育
機
会
は

潤
沢
な
の
だ
か
ら
、
子
ど
も
や
親

が
学
校
を
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
。

良
い
学
校
は
相
応
の
評
価
を
得

る
一
方
、
良
く
な
い
学
校
は
改
革

の
努
力
を
す
る
。
教
育
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
側
が
、
親
と
子
ど
も

に
対
し
て
責
任
を
と
る
シ
ス
テ
ム

を
作
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
(
談
)

橋爪大三郎(社会学者)

構造人類学:
クロード・レヴ‘ィ=ストロース著/みすず書房

(品切れ・重版未定)

マルクス主義に疑問を感じていた頃、吉

本隆明氏の「南島論Jに触発されて、英語版

の『構造人類学jを読んでみた。それまでの

こだわりが氷解するような、開放!惑を味わ

った。弁証法とは全く異なった思考のスタ

イル。私は、自分のスタイルで思考していく

ことの勇気を与えられ、さらにヴィトゲン

シュタインの『論理哲学論考jなど、のちの

社会学の仕事につながる古典を読んでいく

ようになった。
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吉
本

思
想

再
評

価
の

試
み

園
東
京
工
大
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

賛
否

論
者

が
熱

く
討

論

吉 本 隆 明 さ ん

一 九 六 O l 九 0 年 代 の 主

要 著 書 を 手 掛 か り に 、 現

在 の 思 想 の 地 平 か ら 吉 本

思 想 を 再 構 成 す る 試 み

だ 。
パ ネ リ ス ト は 明 治 学 院

大 教 授 ・ 加 藤 典 洋 、 同 ・

竹 田 青 嗣 、 京 大 助 教 授 ・

大 沢 真 幸 、 司 会 が 東 京 工

業 大 教 授 ・ 橋 爪 大 三 郎 の

各 氏 。 七 O 年 前 後 に 同 時

代 と し て の 吉 本 思 想 に 親

し ん だ 竹 田 、 橋 爪 、 」 口

本 ブ l ム H に 反 感 を 覚 え

て い た 加 藤 、 当 時 は 小 学

生 だ っ た 大 沢 。 各 氏 の 「 吉

本 体 験 」 の 違 い も あ っ て 、

議 論 が 弾 ん だ 。

吉 本 の 存 在 が 大 き い の

は 「 ヨ ー ロ ッ パ 思 想 が 入

っ て く る の を 待 っ て 、 使

い 回 し す る 」 戦 後 日 本 の

思 想 界 に あ っ て 、 「 全 部

一 人 で 、 オ リ ジ ナ ル に 根

本 的 に 考 え た 」 ( 竹 田 )

六 O 年 安 保 闘 争 や 全 共

闘 世 代 に 大 き な 影 響 を 与

え 、 そ の 後 も 独 自 の 考 察

を 続 け て い る 思 想 家 の 全

体 像 を 読 み 解 く 「 吉 本 隆

明 を め ぐ る シ ン ポ ジ ウ

ム 」 が 、 東 京 工 業 大 の 公

開 講 座 と し て 開 催 さ れ

た 。 「 言 語 に と っ て 美 と

は な に か 」 「 共 同 幻 想 論 」

「 ハ イ ・ イ メ ー ジ 論 」 「 ア

フ リ カ 的 段 階 に つ い て 」 。

と こ ろ に あ る 。

シ ン ポ で は 「 関 係 の 絶 一

対 性 」 「 対 幻 想 」 と い っ 一

た 独 自 の 概 念 が 、 マ ル ク 一

ス 主 義 国 家 論 や 党 派 的 な 一

思 考 を 超 え た と 高 く 評 価 一

さ れ た 。 そ の 上 で 、 権 力 一

を 悪 と し て 「 国 家 の 廃 絶 」 一

を 志 向 す る 姿 勢 に は 、 「 国 一

家 や 権 力 は 悪 と い う 考 え 一

方 で は な く 、 ど う い う 権 一

力 な ら い い の か と 考 え な 一

け れ ば 」 ( 加 藤 ) な ど の 一

異 論 が 出 た 。 一

討 議 が 沸 い た の は 、 ポ -

ス ト モ ダ ン の 立 場 の 人 々 一

か ら 何 か と 批 判 さ れ る 吉 一

本 が 、 実 は 「 真 の ポ ス ト 一

モ ダ ニ ス ト 」 で あ る と い 一

う 大 沢 氏 の ユ ニ ー ク な 一

論 。 吉 本 思 想 か ら 「 思 想 一

の 相 対 性 を 乗 り 越 え る 超 一

越 的 な 他 者 」 の 視 点 を 取 一

り 出 す も の だ 。 他 の 三 人 一

か ら は 批 判 さ れ た が 、 大 一

沢 の 参 加 で 同 世 代 だ け の 一

議 論 に な ら な か っ た こ と 一

が 、 シ ン ポ を 刺 激 的 な も 一

の に し た こ と は 間 違 い な 一

強 烈 な 個 性 を 持 っ た 吉 一

本 隆 明 の 思 想 か ら 新 た 一

な 意 味 を く み 出 し 、 乗 り 一 一

越 え よ う と す る 意 気 込 こ

み の 伝 わ る シ ン ポ だ っ 二

た 。


